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副所長　　島津　典幸　氏

講演Ⅱ　「豊かな海を求めて　～これまで、これから～」

兵庫県環境審議会 水環境部会

特別委員　　反田　實　氏

第１０４回　月例会概要
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事　業　報　告

　大阪湾における小型旅客船及び遊漁船並びに瀬渡船の運航実態と海難防止に関する
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事務日誌抄･････････････････････････････････････････････････････････････････
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　・会員名簿の訂正について

　・新規入会者
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第１０回地域部会 兼 第１０３回月例会概要

１　日　　　時　　令和５年１０月２４日（火）１５:００～１７:００

２　場　　　所　　姫路市　姫路キャッスルグランヴィリオホテル　３階　錦の間

３　出　席　者　　６２名

４　概　　　要　　

　　　（１）事業経過報告等

　　　　　奥原専務理事から事業概要報告等が行われた。

　　　　　

　　　（２）講　演

　　　　　Ⅰ　兵庫県中播磨県民センター 姫路港管理事務所

 　　　　　副所長　島津　典幸 氏により

　　　　　　　『姫路港における脱炭素化の推進について』と題し、講演が行われた。

 

　　　　 Ⅱ　兵庫県環境審議会 水環境部会

　　　　　　　　特別委員　反田　實 氏により

　　　　　　　『豊かな海を求めて　～これまで、これから～』と題し、講演が行われた。



≪第１０回地域部会 兼 第１０３回月例会概要≫
　　

姫路港における脱炭素化の推進について

　　　　 　

　　
 

講師　兵庫県中播磨県民センター 姫路港管理事務所　

　　　　　　　　　　　　副所長　　島　津　典　幸　氏
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≪第１０回地域部会 兼 第１０３回月例会概要≫
　　

豊かな海を求めて　～これまで、これから～

　　　　 　

　　
 

講師　兵庫県環境審議会 水環境部会

　　　　　　　　　　　　特別委員　　反　田　　寛　氏
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第１０４回　月　例　会　概　要

１　日　　　時　　令和５年１１月２１日（火）１５:００～１５:４５

２　場　　　所　　神戸市中央区文化センター10階　1001-1002会議室

３　出　席　者　　３０名

４　概　　　要　　

　　　（１）事業経過報告等

　　　　　奥原専務理事から事業報告及び会務報告が行われた。

　　　　　

　　　（２）講　演

　　　　日本内航海運組合総連合会　企画調査部長　畑本 郁彦氏により「内航海運業界

　　　の現状と課題について」と題し、講演が行われた。
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≪第１０４回月例会概要≫
　　

内航海運業界の現状と課題について

　　　　 　

　　
 

講師　日本内航海運組合総連合会　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　企画調査部長　　畑　本　郁　彦　氏
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大阪湾における小型旅客船及び遊漁船並びに瀬渡船の

運航実態と海難防止に関する調査研究

第１回委員会

１　日　　　時　　令和５年10月１日（金）１３：３０～１５：３０

２　場　　　所　　三宮コンベンションセンター　５階　506～508号会議室

　　　　　　　　　(Web会議併用)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）調査研究方針について

　　（２）自然環境及び航行環境並びに海難発生状況について

　　（３）ＡＩＳデータ解析方針及び聞き取り調査実施方案について

　　（４）新たに運航される水上アクセスが現状の船舶交通流に及ぼすリスク評価について

５　資　　　料

　　（１）検討資料委１－１ 調査研究方（案)

　　（２）検討資料委１－２ 自然環境及び航行環境並びに海難発生状況（案）

　　（３）検討資料委１－３ ＡＩＳデータ解析方針及び聞き取り調査実施方案（案）

　　（４）検討資料委１－４ 新たに運航される水上アクセスが現状の船舶交通流に及ぼす

　　　　　　　　　　　　　 リスク評価（案）

６　議　　　事

　　　開会にあたり(公社)神戸海難防止研究会会長 大泉 勝 より挨拶を行った。その後、

　　委員長の選任を行い、松本 宏之 委員が委員長に選任された。事務局により出席者及び 

　　資料の確認を行い、以後、委員長により議事が進められた。

７　審 議 結 果

 提示された検討資料は、一部文言について委員会における意見等を盛り込み修正す

　　ることを前提に了承された。

以　上　
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別　紙

出　席　者　名　簿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同・敬称略、 ：欠席者）

（※：常任調査研究委員・　：Web会議出席者）

委　員　長　　松　本　宏　之　　海上保安大学校名誉教授 ※

委　　　員　　淺　木　健　司　　海技大学校名誉教授 ※

　　〃　　　　渕　　　真　輝　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授 ※

　　〃　　　　望　月　　　誠　　大阪湾水先区水先人会会長 ※

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　井筒　毅　副会長 ※)

　　〃　　　　宮　川　敏　征　　(一社)日本船長協会常務理事

　　〃　　　　徳　田　健　二　　日本郵船(株)関西支店支店長 ※

　　〃　　　　富　山　　　茂　　(株)商船三井海上安全部部長代理 ※

　　〃　　　　菅　野　　　亘　　川崎汽船(株)関西支店副支店長 ※

　　〃　　　　武　田　正　之　　(公社)関西小型船安全協会会長

 　　　　　　　　　　　　　(代理　平井　寛　事務局長)

　　〃　　　　田　渕　訓　生　　全国内航タンカー海運組合関西支部支部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　上村　良　事務局長)

　　〃　　　　國　友　雄　二　　近畿旅客船協会安全対策委員

　　〃　　　　加　藤　琢　二　　神戸旅客船協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　 (代理　井上　誠　専務理事)

関係官公庁　　上　田　浩　一　　第五管区海上保安本部交通部長

　　　　　　　　　　　　　　　 (代理　土居　健治　企画調整官)

　　〃　　　　伊　藤　卓　郎　　大阪海上保安監部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　岸原　司　航行安全課長)

　　〃　　　　安　尾　博　志　　神戸海上保安部長

　　　　　　　　　　　　　　　 (代理　北野　隆志　次長)

　　〃　　　　三ケ田　忠　弘　　大阪湾海上交通センター所長

　　　　　　　　　　　　　　 (代理　上野　明生　次長)

　　〃　　　　古土井　　　健　　近畿地方整備局港湾空港部長

　　〃　　　　米　川　佳　宏　　近畿運輸局海上安全環境部長

　　〃　　　　東　　　繁　樹　　神戸運輸監理部海上安全環境部長

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ
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関係官公庁　　宮　下　明　子　　大阪港湾局計画整備部海務課長

 　　　　　　　　　　　　　(代理　西村　和展　海務課担当係長)

　　〃　　　　森　本　昌　伸　　神戸市港湾局海務課長

事　務　局　　大　泉　　　勝　　(公社)神戸海難防止研究会会長　

　　〃　　　　奥　原　徳　男 　　　　　　〃 　　専務理事

　　〃　　　　渡　川　　　明 　　　　　　〃 　　研究部長

　　〃　　　　藤　原　　　昇 　　　　　　〃 　　部長代理

　　〃　　　　豊　島　伸　匡　　ＭＯＬマリン＆エンジニアリング(株)関西事務所長

　　〃　　　　古　賀　一　弥 　　　　　　〃 　　　　　　　　　　　 研究員 

　　　　　　　　　



－52－

大阪湾における自動運航船の航行安全上の課題に関する調査研究

第１回委員会

１　日　　　時　　令和５年１０月２０日（金）１４：００～１６：３０

２　場　　　所　　ラッセホール　地下１階　リリーの間

　　　　　　　　　(Web会議併用)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）調査研究方針について

　　（２）大阪湾の自然環境、航行環境について

　　（３）海難発生状況について

     (４) ＡＩＳデータによる船舶交通実態の解析実施方案について

　　 (５) 自動運航の概要、既往研究、実証実験、法制化の動きについて

     (６) 検討会での検討項目について

５　資　　　料

　　（１）検討資料委１－１ 調査研究方（案)

　　（２）検討資料委１－２ 大阪湾の自然環境、航行環境（案）

　　（３）検討資料委１－３ 海難発生状況（案）

　 　(４) 検討資料委１－４ ＡＩＳデータによる船舶交通実態の解析実施方案（案）

　　 (５) 検討資料委１－５ 自動運航の概要、既往研究、実証実験、法制化の動き（案）

     (６) 検討資料委１－６ 検討会での検討項目（案）

６　議　　　事

　　　開会にあたり(公社)神戸海難防止研究会会長 大泉 勝 より挨拶を行った。その後、

　　委員長の選任を行い、長澤 明 委員が委員長に選任された。事務局により出席者及び資

　　料の確認を行い、以後、委員長により議事が進められた。

７　審 議 結 果

 提示された検討資料は、一部文言について委員会における意見等を盛り込み修正す

　　ることを前提に了承された。

以　上　
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別　紙

出　席　者　名　簿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同・敬称略、 ：欠席者）

（※：常任調査研究委員・　：Web会議出席者）

委　員　長　　長　澤　　　明　　海上保安大学校名誉教授 ※　　

委　　　員    山　田　多津人　　海上保安大学校教授

　　〃　　　　奥　田　成　幸　　海技大学校名誉教授※

　　〃　　　　万　谷　小百合　　独立行政法人海技教育機構教授※

　　〃　　　　廣　野　康　平　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授 ※

　　〃　　　　末　岡　民　行　　内海水先区水先人会会長 ※

　　〃　　　　望　月　　　誠　　大阪湾水先区水先人会会長 ※

　　〃　　　　中　村　紳　也　　(一社)日本船長協会会長

　　〃　　　　徳　田　健　二　　日本郵船(株)関西支店支店長 ※

　　〃　　　　富　山　　　茂　　(株)商船三井海上安全部部長代理 ※

　　〃　　　　菅　野　　　亘　　川崎汽船(株)関西支店副支店長 ※

　　〃　　　　武　田　正　之　　(公社)関西小型船安全協会会長

                                (代理　平井　寛　事務局長)

　　〃　　　　浦　　　隆　幸　　全日本海員組合関西地方支部支部長

　　〃　　　　田　渕　訓　生　　全国内航タンカー海運組合関西支部支部長

　　〃　　　　國　友　雄　二　　近畿旅客船協会安全対策委員

　　〃　　　　加　藤　琢　二　　神戸旅客船協会会長

                                (代理　井上　誠　専務理事)

関係官公庁　  上　田　浩　一　　第五管区海上保安本部交通部長

　　〃　　　　伊　藤　卓　郎　　大阪海上保安監部長

                          (同席　岸原　司　航行安全課長)

　　〃　　　　安　尾　博　志　　神戸海上保安部長

                          (代理　北野　隆志　次長)

　　〃　　　　三ケ田　忠　弘　　大阪湾海上交通センター所長

                          (代理　上野　明生　次長)

　　〃　　　　米　川　佳　宏　　近畿運輸局海上安全環境部長

　　〃　　　　東　　　繁　樹　　神戸運輸監理部海上安全環境部長

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ
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関係官公庁　  家　永　　　薫　　兵庫県土木部港湾課長

                                (代理　三木　大陸　港湾課副課長)

事　務　局　　大　泉　　　勝　　(公社)神戸海難防止研究会会長

　　〃　　　　奥　原　徳　男            〃            専務理事

　　〃　　　　伊　藤　雅　之            〃            上席研究員

　　〃　　　　渡　川　　　明            〃            研究部長

　　〃　　　　藤　原　　　昇            〃            部長代理

　　〃　　　　原      大　地　　(株)日本海洋科学コンサルタントグループグループ長

　　〃　　　　髙　橋　浩　子　　(株)日本海洋科学神戸支店シニアコンサルタント



大阪港海上工事に伴う航行安全対策検討調査

第１回委員会

１　日　　　時　　令和５年１１月２９日（水）１４：００～１６：４０

２　場　　　所　　アリストンホテル神戸　２階　バレンシアの間

　　　　　　　　　(Web会議併用)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）調査方針等について

　　（２）主航路ポンプ浚渫の施工計画の概要について

　　（３）大阪港の航行環境について

     (４) 主航路ポンプ浚渫に係る船舶航行安全性について

　　 (５) 主航路ポンプ浚渫に係る船舶航行安全対策について

５　資　　　料

　　（１）検討資料委１－１ 調査方針等（案)

　　（２）検討資料委１－２ 主航路ポンプ浚渫の施工計画の概要（案）

　　（３）検討資料委１－３ 大阪港の航行環境（案）

　 　(４) 検討資料委１－４ 主航路ポンプ浚渫に係る船舶航行安全性（案）

　　 (５) 検討資料委１－５ 主航路ポンプ浚渫に係る船舶航行安全対策（案）

６　議　　　事

　　　開会にあたり委託者の大阪港湾・空港整備事務所 所長 佃 千加 様より挨拶が行われ

　　た。

 事務局により出席者及び資料の確認を行った。その後、委員長の選任を行い、岩瀬 

　　潔 委員が委員長に選任され、以後、委員長により議事が進められた。

７　審 議 結 果

 提示された検討資料は、一部文言について委員会における意見等を盛り込み修正す

　　ることを前提に了承された。

以　上
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別　紙

出　席　者　名　簿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同・敬称略、 ：欠席者）

（※：常任調査研究委員・　：Web会議出席者）

委　員　長　　岩　瀬　　　潔　　海技大学校名誉教授 ※

委　　　員    渕　　　真　輝　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授 ※

　　〃　　　　望　月　　　誠　　大阪湾水先区水先人会会長 ※

　　〃　　　　太　田　正　紀　　(一社)日本船長協会理事

　　〃　　　　徳　田　健　二　　日本郵船(株)関西支店支店長 ※

　　〃　　　　富　山　　　茂　　(株)商船三井海上安全部部長代理 ※

　　〃　　　　岡　本　龍　太　　川崎汽船(株)関西支店副支店長

　　〃　　　　田　渕　訓　生　　全国内航タンカー海運組合関西支部長

　　〃　　　　國　友　雄　二　　近畿旅客船協会安全対策委員

　　〃　　　　武　田　正　之　　(公社)関西小型船安全協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　平井　寛　事務局長)

　　〃　　　　荒　川　和　音　　大阪海運組合理事長

　　〃　　　　梯　　　浩　之　　大阪船主会副会長

　　〃　　　　浦　　　隆　幸　　全日本海員組合関西地方支部支部長

　　〃　　　　寄　神　裕　佑　　日本押船土運船協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　原　正行　担当委員)

　　〃　　　　佐　藤　宗　昭　　全日本海員組合大阪支部長

関係官公庁　  上　田　浩　一　　第五管区海上保安本部交通部長

　　〃　　　　伊　藤　卓　郎　　大阪海上保安監部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　森　光男　航行安全課第二海務係長)

　　〃　　　　古土井　　　健　　近畿地方整備局港湾空港部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　中官　利之　港湾空港整備・補償課長)

　　〃　　　　丸　山　順　也　　大阪港湾局長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　宮下　明子　計画整備部海務課長)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　西村　和展　海務課担当係長)

オブザーバー　内　田　　　宏　　(株)東洋信号通信社関西地区担当マネージャー

　　〃　　　　貴　多　　　諒 　　　　〃　　　　大阪港グループリーダー

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ
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委　託　者　　佃　　　千　加　　近畿地方整備局 大阪港湾・空港整備事務所所長

　　〃　　　　松　本　伸　春 　　　　　　　　　〃　　　　　 　　　副所長

　　〃　　　　松　岡　裕　二 　　　　　　　　　〃　　　　　 　　　副所長

　　〃　　　　中　田　隆　史 　　　　　　　　　〃　　　　　 　　　事業調整官

　　〃　　　　多　田　清　富 　　　　　　　　　〃　　　　　 　　　工務課長

　　〃　　　　小　山　活　史 　　　　　　　　　〃　　　　　 　　　工務係長

　　〃　　　　髙　本　裕　継 　　　　　　　　　〃　　　　　 　　　工務係

　　〃　　　　北　尾　　　進 　　　　　　　　　〃　　　　　 　　　先任建設

　　〃　　　　川　中　智　加 　　　　　　　　　〃　　　　　 　　　建設管理官

　　〃　　　　安　平　悠　紀 　　　　　　　　　〃　　　　　 　　　維持管理

　　〃　　　　田　寺　彪　人 　　　　　　　　　〃　　　　　 　　　第一建設

事　務　局　  奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　〃　　　　伊　藤　雅　之 　　　　　　〃　　　　 上席研究員

　　〃　　　　井　田　英　樹 　　　　　　〃　　　　 事業部長

　　〃　　　　渡　川　　　明 　　　　　　〃　　　　 研究部長

　　〃　　　　藤　原　　　昇 　　　　　　〃　　　　 事業部長代理

　　〃　　　　豊　島　伸　匡 　　　　　　〃　　　　 

　　〃　　　　小　川　裕　介 　　　　　　〃　　　　 

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

管理管

支援係長

管理官室係員
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和歌山下津港大型クルーズ客船航行安全検討調査

第１回委員会

１　日　　　時　　令和５年１２月１４日（木）１４：００～１６：０５

２　場　　　所　　アリストンホテル神戸　５階　カスティーリアの間

　　　　　　　　　(Web会議併用)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）調査方針等について

　　（２）受入れ検討対象船舶の概要について

　　（３）対象岸壁の概要について

     (４) 航行環境等について

　　 (５) ビジュアル操船シミュレータ実験実施方案について

５　資　　　料

　　（１）検討資料委１－１ 調査方針等（案)

　　（２）検討資料委１－２ 受入れ検討対象船舶の概要（案）

　　（３）検討資料委１－３ 対象岸壁の概要（案）

　 　(４) 検討資料委１－４ 航行環境等（案）

　　 (５) 検討資料委１－５ ビジュアル操船シミュレータ実験実施方案（案）

６　議　　　事

　　　開会にあたり委託者の和歌山県 県土整備部 港湾空港局長 花田 祥一 様より挨拶が

　　行われた。

 事務局により出席者及び資料の確認を行った。その後、委員長の選任を行い、岩瀬 

　　潔 委員が委員長に選任され、以後、委員長により議事が進められた。

７　審 議 結 果

 提示された検討資料は、一部文言について委員会における意見等を盛り込み修正す

　　ることを前提に了承された。

以　上　
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別　紙

出　席　者　名　簿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同・敬称略）

（※：常任調査研究委員・　：Web会議出席者）

委　員　長　　岩　瀬　　　潔　　海技大学校名誉教授 ※

委　　　員    渕　　　真　輝　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授 ※

　　〃　　　　渡　邉　浩　章　　和歌山下津水先区水先人会会長

　　〃　　　　朝　藤　　　健　　(一社)日本船長協会参与

　　〃　　　　徳　田　健　二　　日本郵船(株)関西支店支店長 ※

　　〃　　　　富　山　　　茂　　(株)商船三井海上安全部部長代理 ※

　　〃　　　　岡　本　龍　太　　川崎汽船(株)関西支店副支店長

　　〃　　　　郡　　　憲　二　　南海フェリー(株)取締役管理部長

　　〃　　　　小　林　道　明　　和歌山県海運組合理事長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　泉野　俊信　専務理事)

　　〃　　　　平　野　眞　幸　　和歌山港運協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　泉野　俊信　専務理事)

　　〃　　　　太　田　豊　隆　　(公社)関西小型船安全協会和歌山県支部長

関係官公庁　  上　田　浩　一　　第五管区海上保安本部交通部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　土居　健治　企画調整官)

　　〃　　　　山　下　雄一郎　　和歌山海上保安部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　坂本　敬司　次長)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　辻口　貴洋　航行安全係長)

　　〃　　　　片　岡　輝　行　　近畿地方整備局和歌山港湾事務所長

　　〃　　　　小　森　成　人　　近畿運輸局和歌山運輸支局長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　藤木　佳世子　次長)

委　託　者　（和歌山県県土整備部）

　　〃　　　　花　田　祥　一　　港湾空港局長

　　〃　　　　入　口　博　文　　港湾空港局港湾空港振興課振興企画班班長

　　〃　　　　藤　本　修　平 　　　　　　　〃　　　　　　 副主査

　　〃　　　　山　本　博　信　　港湾空港局港湾漁港整備課副課長

　　〃　　　　田　原　俊　嗣 　　　　　　〃　　　　　港湾整備班長

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ
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委　託　者　　橋　本　勇　人　　和歌山下津港湾事務所長

　　〃　　　　赤　松　　　伸　　　　　 〃　　　　   次長

事　務　局　  奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　〃　　　　伊　藤　雅　之 　　　　　　〃　　　　 上席研究員

　　〃　　　　井　田　英　樹 　　　　　　〃　　　　 事業部長

　　〃　　　　渡　川　　　明 　　　　　　〃　　　　 研究部長

　　〃　　　　宇出津　弘　昭 　　　　　　〃　　　　 総務部長

　　〃　　　　藤　原　　　昇 　　　　　　〃　　　　 事業部長代理

　　〃　　　　原　　　大　地　　(株)日本海洋科学コンサルタントグループグループ長

　　〃　　　　島　津　雅　納     　 〃      神戸支店長

　　〃　　　　髙　橋　浩　子     　 〃      神戸支店シニアコンサルタント

Ｗ

Ｗ
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大阪港海上工事に伴う航行安全対策検討調査

第２回委員会

１　日　　　時　　令和５年１２月２５日（月）１４：００～１６：２５

２　場　　　所　　神戸地方合同庁舎　１階　第４共用会議室

　　　　　　　　　(Web会議併用)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）第１回委員会議事概要について

　　（２）将来のポンプ浚渫施工に向けた課題について

　　（３）新島護岸概成後の今後の施工概要について

     (４) 新島護岸概成後の今後の工事に係る船舶航行安全性の検討について

　　 (５) 新島護岸概成後の今後の工事に係る船舶航行安全対策について

　　 (6) 報告書構成について

５　資　　　料

　　（１）検討資料委２－１ 第１回委員会議事概要（案)

　　（２）検討資料委２－２ 将来のポンプ浚渫施工に向けた課題（案）

　　（３）検討資料委２－３ 新島護岸概成後の今後の施工概要（案）

　 　(４) 検討資料委２－４ 新島護岸概成後の今後の工事に係る船舶航行安全性の検討（案）

　　 (５) 検討資料委２－５ 新島護岸概成後の今後の工事に係る船舶航行安全対策（案）

　　 (６) 検討資料委２－６ 報告書構成（案）

    （７）参考資料委２－１ 第１回委員会での主な指摘事項及びその対応

　　 (８) 参考資料委２－１ 別紙（修正版　委1-5　航行安全対策（案）P7）

     (９) 参考資料委２－１ 別紙（修正版　委1-5　航行安全対策（案）P43）

６　議　　　事

　　　開会にあたり事務局により出席者及び資料の確認を行った。その後、岩瀬 潔 委員     

    長により議事が進められた。委員会審議終了後に委員長の挨拶があり、その後委託者  

    の大阪港湾・空港整備事務所 所長 佃 千加 様より挨拶が行われた。

７　審 議 結 果

 提示された検討資料は、一部文言について委員会における意見等を盛り込み修正す  

　   ることを前提に了承された。

以　上　
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別　紙

出　席　者　名　簿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同・敬称略、   　　　：欠席者）

（※：常任調査研究委員・　：Web会議出席者）

委　員　長　　岩　瀬　　　潔　　海技大学校名誉教授 ※

委　　　員    渕　　　真　輝　　神戸大学大学院海事科学研究科准教授 ※

　　〃　　　　望　月　　　誠　　大阪湾水先区水先人会会長 ※

　　〃　　　　太　田　正　紀　　(一社)日本船長協会理事

　　〃　　　　徳　田　健　二　　日本郵船(株)関西支店支店長 ※

　　〃　　　　富　山　　　茂　　(株)商船三井海上安全部部長代理 ※

　　〃　　　　岡　本　龍　太　　川崎汽船(株)関西支店副支店長 

　　〃　　　　田　渕　訓　生　　全国内航タンカー海運組合関西支部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　上村　良　事務局長)

　　〃　　　　國　友　雄　二　　近畿旅客船協会安全対策委員

　　〃　　　　武　田　正　之　　(公社)関西小型船安全協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　平井　寛　事務局長)

　　〃　　　　荒　川　和　音　　大阪海運組合理事長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　松野　佳幸　事務局長)

　　〃　　　　梯　　　浩　之　　大阪船主会副会長

　　〃　　　　寄　神　裕　佑　　日本押船土運船協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　阪本　克己　業務委員)

　　〃　　　　佐　藤　宗　昭　　全日本海員組合大阪支部長

関係官公庁　  上　田　浩　一　　第五管区海上保安本部交通部長

　　〃　　　　伊　藤　卓　郎　　大阪海上保安監部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　岸原　司　航行安全課長)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　村上　莉花子　航行安全課第二海務係)

　　〃　　　　古土井　　　健　　近畿地方整備局港湾空港部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　中官　利之　港湾空港整備・補償課長)

　　〃　　　　丸　山　順　也　　大阪港湾局長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　宮下　明子　計画整備部海務課長)

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　西村　和展　海務課担当係長)

　

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ
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オブザーバー　内　田　　　宏　　(株)東洋信号通信社関西地区担当マネージャー

　　〃　　　　貴　多　　　諒 　　　　〃　　　　大阪港グループリーダー

委　託　者　　佃　　　千　加　　近畿地方整備局 大阪港湾・空港整備事務所所長

　　〃　　　　松　岡　裕　二 　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　 副所長

　　〃　　　　中　田　隆　史 　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　 事業

　　〃　　　　多　田　清　富 　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　 工務課長

　　〃　　　　小　山　活　史 　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　 工務係長

　　〃　　　　髙　本　裕　継 　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　 工務係

　　〃　　　　北　尾　　　進 　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　 先任

　　〃　　　　川　中　智　加 　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　 建設

　　〃　　　　安　平　悠　紀 　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　 維持　

　　〃　　　　田　寺　彪　人 　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　 第一建設

事　務　局　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　〃　　　　伊　藤　雅　之          〃            上席研究員

　　〃　　　　井　田　英　樹          〃            事業部長

　　〃　　　　渡　川　　　明          〃            研究部長

　　〃　　　　宇出津　弘　昭          〃            総務部長

　　〃　　　　藤　原　　　昇          〃            事業部長代理

　　〃　　　　豊　島　伸　匡          〃            

　　〃　　　　古　賀　一　弥          〃           

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

調整官

管理官

建設管理官

管理支援係長

管理官室係員
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第１０４回　業務運営会議

１　日　　　時　　令和５年１０月１８日（水）１１:５５～１２:５０

２　場　　　所　　商船三井ビル　４Ｆ　会議室

３　出　席　者　　（順不同・敬称略）　　　　　は欠席者

　　　　　　　　　　　大  泉  　　勝　　(公社)神戸海難防止研究会会長

　　　業務執行理事　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　　構　 成 　員　　石  田　廣  史　　神戸大学名誉教授

　　　　　 〃 　　　　望  月　　　誠　　大阪湾水先区水先人会会長

　　　　　 〃 　　　　末　岡　民　行　　内海水先区水先人会会長

　　　　　 〃 　　　　中　村　紳　也　　(一社)日本船長協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　太田　正紀　理事)

　　　　　 〃 　　　　梯　　　浩　之　　(株)商船三井関西支店長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　富山　茂　海上安全部部長代理)　

　　　　　 〃 　　　　菅　野　　　亘　　川崎汽船(株)関西支店副支店長

　　　　　 〃 　　　　徳　田　健　二　　日本郵船(株)関西支店長

　　　　　 〃 　　　　葛　西　正　記　　(株)神戸製鋼所顧問

　　　事　 務 　局　　宇出津   弘 昭　　(公社)神戸海難防止研究会総務部長

　　　　　 〃 　　　　井　田　英　樹　　(公社)神戸海難防止研究会事業部長

４　議　　　題

　　（１）業務報告等について

　　（２）令和６年度 日本海事センターへの補助金交付申請について

　　（３）その他

５　資　　　料

　　席上配布

　　　資料１　業務報告等

　　　資料２　(公財)日本海事センターへの補助金交付申請について(案)

６　議 事 概 要

　　　大泉議長の挨拶があり、引き続き議事に入った。

　　　奥原業務執行理事より、議題（１）業務報告等について、議題（２）理事会等の開

　　催について説明があった。特に意見等はなく承認された。議題（３）その他について、次

　　回の業務運営会議等の開催予定日について奥原業務執行理事より説明があった。

以　上　

議　　　  長
代 表 理 事



－68－

第１０５回　業務運営会議

１　日　　　時　　令和５年１１月１５日（水）１２:００～１２:４５

２　場　　　所　　商船三井ビル　４Ｆ　会議室

３　出　席　者　　（順不同・敬称略）　　　　　は欠席者

　　　　　　　　　　　大  泉  　　勝　　(公社)神戸海難防止研究会会長

　　　業務執行理事　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　　構　 成 　員　　石  田　廣  史　　神戸大学名誉教授

　　　　　 〃 　　　　望  月　　　誠　　大阪湾水先区水先人会会長

　　　　　 〃 　　　　末　岡　民　行　　内海水先区水先人会会長

　　　　　 〃 　　　　中　村　紳　也　　(一社)日本船長協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　太田　正紀　理事)

　　　　　 〃 　　　　梯　　　浩　之　　(株)商船三井関西支店長

　　　　　 〃 　　　　菅　野　　　亘　　川崎汽船(株)関西支店副支店長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　岡本　龍太　関西支店副支店長)

　　　　　 〃 　　　　徳　田　健　二　　日本郵船(株)関西支店長

　　　　　 〃 　　　　葛　西　正　記　　(株)神戸製鋼所顧問

　　　事　 務 　局　　宇出津   弘 昭　　(公社)神戸海難防止研究会総務部長

　　　　　 〃 　　　　藤　原　　　昇　　(公社)神戸海難防止研究会事業部長代理

４　議　　　題

　　（１）業務報告等について

　　（２）令和６年度事業計画（案）及び 収支予算（案）について

　　（３）業務運営会議構成員の委嘱について

　　 (４) 常任調査研究委員の委嘱について

     (５) 入会申し込み承認について

　   (６) その他

５　資　　　料

　　席上配布

　　　資料１　業務報告等

　　　資料２　令和６年度事業計画

      資料３　業務運営会議構成員の委嘱について(案)

　　　資料４　常任調査研究委員の委嘱について

　　　資料５　入会申し込み承認について

　

議　　　  長
代 表 理 事
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６　議 事 概 要

　　　大泉議長の挨拶があり、引き続き議事に入った。

　　　奥原業務執行理事より、議題（１）業務報告等について、議題（２）令和６年度事業

　　計画（案）及び 収支予算（案）について、議題（３）業務運営会議構成員の委嘱につ

　　いて（案）、議題（４）常任調査研究委員の委嘱について、議題（５）入会申し込み承

　　認について説明があった。特に意見等はなく承認された。議題（６）その他について、

　　次回の業務運営会議等の開催予定日について奥原業務執行理事より説明があった。

以　上　
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公益社団法人 神戸海難防止研究会

第３６回　通常理事会議事録

１　日　　　時　　令和５年１２月６日（水）１６時１３分から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６時３８分までの間

２　場　　　所　　神戸市中央区波止場町５番６号

　　　　　　　　　神戸メリケンパークオリエンタルホテル４階「渚」の間

３　理　事　数　　１７名

　　出 席 理 事　　１５名　

　　　大　泉　　　勝　　　望　月　　　誠　　　石　田　廣　史　　　奥　原　德　男

　　　德　田　健　二　　　末　岡　民　行　　　坪　上　浩　治　　　近　藤　宏　一

　　　梯　　　浩　之　　　大　東　洋　治　　　村　岡　　　博　　　中　村　紳　也

　　　笹　井　　　徹　　　幡　中　宣　夫　　　德　丸　健　嗣

４　監　事　数　　３名

　　出 席 監 事　　３名　　

　　　芝　本　　　明　　　葛　西　正　記　　　渡　邉　康　夫

５　議　　　案

 第１号議案　令和６年度事業計画及び収支予算書案について

 第２号議案　入会の申し込み承認について

 第３号議案　業務運営会議構成員の委嘱について

 第４号議案　その他

６　報 告 事 項

　　　代表理事及び業務執行理事の職務の執行状況

７　議事の経過概要及びその結果

　　　１６時１３分に開会、事務局から本日の出席理事は、１５名で、理事総数１７名の過半数

　　に達しており、定款第４２条（定足数）の規定により本理事会が成立する旨報告した。

 大泉勝会長が挨拶を行った後、定款第４１条の規程に基づき議長となり、本日の議事

　　録の署名について定款第４５条に基づき、代表理事の大泉勝会長と出席監事の芝本明氏、

　　葛西正記氏及び渡邉康夫氏が行うこととして議事の審議に入った。

○　第１号議案　令和６年度事業計画書及び収支予算書案について

　　　事務局から資料１により令和６年度事業計画及び収支予算書案について、説明が行

　　われた。
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　　　議長が、質疑を議場に求めたところ、石田理事から次のとおり質問があり、奥原専

　　務理事がこれに回答した。

　　　（石田理事）　講習会の地域部会と船長講習会の実施予定時期は決まっているのか。

　　　（奥原専務理事）　地域部会は例年１０月頃など秋に、船長講習会は例年２月頃に

　　　　　　　　　　　開催している。

　　　議長がその他の質疑を議場に求めたところ、特に発言がなかったことから議案の可

　　否を議場に諮ったところ、満場一致で原案のとおり可決された。

○　第２号議案　入会の申し込み承認について

 事務局から資料２により入会の申し込み承認について、説明が行われた。

　　　議長が、質疑を議場に求めたところ、特に発言がなかったことから議案の可否を議

　　場に諮ったところ、満場一致で原案のとおり可決された。

○　第３号議案　業務運営会議構成員の委嘱について

 事務局から資料３により業務運営会議構成員の委嘱について、説明が行われた。

　　議長が、質疑を議場に求めたところ、特に発言がなかったことから議案の可否を議場

　　に諮ったところ、満場一致で原案のとおり可決された。

○　第４号議案　その他

 議長が、他に議案はないか発言をもとめたところ、事務局から他に議案はないと報

　　告が行われ、また、議場からの発言もなかった。

　　　提出議案全ての審議終了後、代表理事及び業務執行理事の職務の執行状況について、

　　席上配付資料（報告事項）に基づき奥原専務理事から報告がなされた。

　　　議長が、職務の執行状況の報告について質疑を議場に求めたところ、特に発言がな

　　かった。

 以上で、議長は、本日の議案審議の全部が終了した旨を告げ、１６時３８分に閉会した。
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　　　　　　　令和５年１２月６日

 

　　　　　　　　代表理事　　　　大　　泉　　　　　勝

　　　　　　　　監　　事　　　　芝　　本　　　　　明

　　　　　　　　監　　事　　　　葛　　西　　正　　記

　　　　　　　　監　　事　　　　渡　　邉　　康　　夫
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第１９回　自動運航に関する一考
　

海上保安大学校名誉教授 　 

神戸大学客員教授　　　

松　本　宏　之　 　　
　　　

　様々な業種で人手不足が社会問題となっており、タクシー運転手の減少に対してはライ

ドシェア等、各種の規制緩和による対策が検討されている。今年のジャパンモビリティシ

ョーでは、ホンダが共同開発した自動運転モビリティサービス専用車両を展示し、2026年

初頭に東京都心部で自動運転タクシーのサービスを開始すると発表した。ベースになって

いる運転席のない自動運転車両は、すでにサンフランシスコの公道において実用化されて

いるもので、無人タクシーはチップが必要ないこともあり、ユーザー数が伸びているとい

う新聞記事があった。これらの人工知能（AI）を駆使した自動運転のレベルは、特定の条

件下で人が運転に関わらない「レベル4」の技術であるが、わが国でも福井県永平寺町で

「レベル4」が初めて認められ、無人電動カートによる営業運転が始まっている。しかしな

がら、過疎地における交通弱者の救世主として期待されていた無人自動運転車両が先ごろ

自転車と接触事故を起こしたため、運営会社は事故原因の究明や事故防止対策の策定によ

って安全が確認されるまで運行を停止すると発表した。

　以前の船舶交通随感（第13回）でAIについて論じたが、AIの技術を活用して船舶の自動

運航を実現する時代もすぐそこまで来ている。大阪府堺市に本社を置くベンチャー企業エ

イトノットは、自律航行機能付き小型船舶を開発し、スマホひとつで乗れる新しい水上交

通媒体としてロボット水上タクシーを提供しようとしている。当面は安全のために船舶免

許を有するスタッフが乗船するものの、2023年1月に試験営業を行っており、大阪湾の夢洲

で開催される大阪・関西万博（EXPO2025）においての実用化を目指しているという。

　ただし自律化したロボット水上タクシーが技術的に完成したとしても、ビジネスとして

成り立つかどうかは不透明で、採算性分析やコストベネフィット分析、補助金の有無など

が今後の課題となるであろう。またプリミティブな疑問ではあるが、船員のいない無人の

船を顧客が日常的に利用するかという社会的な認知の問題もあろう。すでに多くの人は運

転席が無人の電車（例えば三宮を起点駅としているポートライナーは、40年以上の完全自

動無人運転の実績がある。）に乗ることにそれほど抵抗はないと思うが、操縦席が無人の

小型船舶に積極的に乗るインセンティブがあるだろうか。万が一のことを考えた場合、電

車は基本的に車輪が地についているので致命的な状況にはならないのではないかという安

心感があるが、船舶は「板子一枚下は地獄」に対する不安感の方がまだ勝っているように

思われる。旅客事業への完全自動化は、もう少し時間がかかりそうである。

　一方、自動運航船は人間の介入の度合いによりレベル1から4まであり、一般的にMASS

（Maritime Autonomous Surface Ships）とよばれている。わが国におけるMASSの大規模な

研究である日本財団の無人運航船プロジェクト「MEGURI2040」は、すでに大型船を使った

長距離運航などの自動運航実証実験の成功を踏まえて次の第2ステージに入っており、2025

船 舶 交 通 随 感
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年までに無人運航船を実用化することを目指しているという。この第2ステージの実証実験

では、既存の船舶を使用するだけではなく、新たに自動運航に必要なシステム等を組み込

んだコンテナ船が建造される予定で、かかわっているコンソーシアム（複数の民間共同体）

の１つには海運業、造船業、機械製造業、通信・情報業、保険業などの企業のほか、気象

会社やAI企業やシンクタンクなども参加している。今後の「レベル4」に向けての技術開発

や規制緩和などの環境整備の進展が期待される。

　ところで、国土交通省の自動運航船に関する安全ガイドラインには法令の遵守という項

目が設けられており、自動運航船についても海上交通法規（海上衝突予防法、海上交通安

全法、港則法）を遵守しなければならないとされている。すなわち自動化システムの船舶

避航アルゴリズムは、衝突さえ回避できればよいというものではなく、海上交通法規に基

づくものでなければならない。しかしながら、法令というものは条文さえ読めれば誰でも

容易に法適用できるかといえば、必ずしもそうではない。例えば航法の適用について、船

舶衝突事件の裁判によって年月を経て確定される場合さえある。もちろん法令は事後的に

機能するものではなく、本来は事故が起きる前に有効かつ普遍的に機能するものであるが、

現実は法律の専門家でさえ見解が分かれる事例も少なくない。

　法に基づきどちらの船舶が避航すべきか、あるいはどのような衝突回避動作が要求され

るのかといった問題は、多種多様な船舶間で個々具体的に判断されるものではあるが、特

に定型的航法と船員の常務に代表される非定型的航法の境界線はグレーゾーンとなってい

るという指摘がある。学界でも両船が横切る場合に横切り船の航法が適用されるのか、あ

るいは船員の常務の一種である新たな危険の法理が適用されるのか議論になることがある

が、適用航法によって自船が避航動作をとるべきか、相手船が避航動作をとるべきかが変

わってくるので、衝突事故に直結するクリティカルな意思決定となる。その根底には、海

上衝突予防法に定められている衝突のおそれの判断の難しさや、発生時機の同時認識の困

難性の問題などがあり、何らかの基準を示すことが課題となっている。したがって自動運

航を論じるときは、将来志向的な船員の適用航法、海難審判や裁判で確定する過去志向的

な航法、コンピュータに入力する独自のアルゴリズムとしての航法が存在することを前提

として、それらが同一なのか相反するものなのかについて慎重に検討する必要があると思

われる。

　さて前述の安全ガイドラインでは、自動運航船を導入することは人的要因による海難を

減らす上で大きな意義をもつことが強調されている。確かに海難原因の約8割は人的要因で

あるといわれているので、自動運航船によって完全自律化した場合には船舶の安全性が飛

躍的に高まるかもしれない。加えて、船員の不足が続くなか、新型コロナウィルス感染症

などによって物流が滞って経済に悪影響が及ぶことも、自動運航船の出現によって多少な

りとも解消される可能性がある。しかしながら若き航海士時代に荒れた海で発見に苦労し

たボンデン（漁具の存在を示す旗竿・浮き玉）、わが国特有の漁法の安全離隔距離、航走

波の影響などを自動運航船が正確に認識できるのかといった素朴な疑問がある。その他に

も各種のルールに反する船舶との問題やグッドシーマンシップの具現化の問題など懸念材

料は多々あるものの、全能なるAIの進歩によって解決されていくことに期待したい。
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○　事 務 日 誌 抄

（Ｒ５．１０．１～Ｒ５．１２．３１）

月 日 曜日 時間 委 員 会 名 実 施 場 所

　  10. 6

　10.18

　10.20

10.24

　11.15

　11.21

　11.29

　

　12. 6

　　12.14

　

　12.25      

（金）

（水）

（金）

（火）

（水）

（火）

（水）

（水）

（木）

（月）

1330

1155

1400

1500

1200

1155

1400

1613

1400

1400

三宮コンベンションセンター

商船三井ビル会議室

ラッセホール

姫路キャッスルグランヴィリオホテル

商船三井ビル会議室

商船三井ビル会議室

アリストンホテル神戸

神戸メリケンパークオリエンタルホテル

アリストンホテル神戸

神戸地方合同庁舎

大阪湾における小型旅客船及び遊漁船並びに瀬

渡船の運航実態と海難防止に関する調査研究　

第1回委員会

第104回業務運営会議

大阪湾における自動運航船の航行安全上の課題

に関する調査研究　第1回委員会

第10回地域部会兼第103回月例会（姫路市）

第105回業務運営会議

第104回月例会

大阪港海上工事に伴う航行安全対策検討調査

第1回委員会

第36回通常理事会

和歌山下津港大型クルーズ客船航行安全検討調

査　第1回委員会

大阪港海上工事に伴う航行安全対策検討調査

第2回委員会
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